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‘動物に助けられて’
産→学→官→学 を

生きて来られた

産：大正製薬 ‥‥‥‥‥‥‥‥1969-1972 (  3年)
学：東京大学 ‥‥‥‥‥‥‥‥1972-1985 (13年)
官：農水省家畜衛生試験場 ‥‥1985-1996 (11年)
学：名古屋大学 ‥‥‥‥‥‥‥1996-2008 (12年)



研究のスタート （家畜解剖学）

卒業論文
「胸腺およびFabricius嚢除去鶏の前眼房
に移植された胚葉の運命について」

修士論文
「鶏における胚葉の運命について」

－実体は脾臓の血管系の記載的な所見－
大阪歯科医大

解剖学教室の刺激
太田義邦 助教授

保田幹男 先生



ニワトリ脾臓の血管系



外国図書 への掲載



大正製薬・研究員の時代

研究部
薬理研究室

他大学、他学部出身者との交流

奈良県立医大 専修生
病理学第二講座（螺良義彦 教授）

Moloney 白血病の研究



東京大学・農学部 助手に

ニワトリの研究に戻る
脾臓の血管系

開放循環か閉鎖循環か？
脾臓の形態形成（器官形成）

SEM （科学警察研究所），TEM

抗原刺激による胚中心の形成
二次抗原による胚中心の崩壊と増生

→ 免疫はどのように記憶されるか
→ 細網線維と膠原線維の形成

西田隆雄 先生



ニワトリから哺乳類へ

兼務：東京医大 非常勤講師

（前川久太郎 教授）
スンクスの脾臓

髄外造血への関心
スペースか それとも Ｘ因子か

ブタ、イヌ、サルへ
異物排除機構の種差
最終的にどう排除されるのか
マクロファージへの関心



オハイオ州立大へ

Adjunctive assistant professor として

アメリカの獣医学教育
研究者の生活
教育者の生活

Department of Veterinary Anatomy
Chairman: Wesley Anderson

Prof. ３名，Assoc. Prof. １名，Assist. Prof. ６名
Dr. M. Yamaguchi との交流



農林水産省・家畜衛生試験場へ
（現：動物衛生研究所）

実験動物研究室・主任研究官として

時代は発生工学
“掌の上にのるウシやブタをつくれ”

内田百閒 “掌中の虎”

「動物学者にお願いして、獅子、虎、象などを小さくして頂きたい。
‥‥虎を目白籠に入れて蝗を与え、象を座敷の隅に放って

ピーナツでお行儀を教えることも不可能ではないと考える。」

家畜疾患に感染性のある
小型実験動物の開発



実験動物の世界へ

後藤信男 先生

‘論文を何本か書くよりも、
実験動物（系統）を１つ
作出する方が価値がある‘

家衛試・実験動物研究室
初代室長： 猪 貴義 （岡山大学）
二代室長： 後藤 信男 （神戸大学）
三代室長： 福田 勝洋 （名古屋大学）

近藤恭司 先生

‘ケージ内で容易に飼育繁殖が
可能で片手で容易にもてる大き
さを限度とすべき‘



家畜疾病に感染する小型草食動物の開発

どうやって開発するの？

育種学的な手法 → 選抜育種で小形動物を作る
小型品種・系統の探索

野生動物からの開発 → げっ歯類の中から草食性の
強い動物を実験動物化
小型の野生動物の探索

発生工学的な手法 → 家畜疾病の関連遺伝子を
導入



筑波での生活



ハタネズミの実験動物化
ハタネズミの種類
(世界中に５０種以上 全て北半球）

Microtus agrestis field vole

M. arvalis ユーラシアハタネズミ

M. breweri            
M. mirurus アラスカハタネズミ

M. montanus モンタナハタネズミ

M. montebelli ニホンハタネズミ

M. ochrogaster      
M. oeconomus ツンドラハタネズミ

M. pennsylvanicus アメリカハタネズミ

M. pinetorum        
M. shermanus        
M. savii            
M. rossiaemeridionalis ロシアハタネズミ

ニホンハタネズミ
（後藤信男）

ユーラシアハタネズミ
（工藤 博）ハタネズミの

複胃



ミニブタの探索
（動物遺伝資源探索事業）

ユカタン へアレスミニブタ

貴州ミニブタ 広西ミニブタ

ダヤック族在来ミニブタ
ポットベリー



小型ヤギの品種
1. Shiba goat 9. Chapper
2. Tokara native goat 10. Barbari
3. Kambing katjang                11. Gaddi 
4. Sudanese Nubian              12. Changthangi (Ladakh)
5. Sudanese dwarf 13. Terai
6. Small East African             14. West African dwarf 
7. Moritious                          15. Nubian dwarf
8. Criollo                              16. American pygmy

カンビンカチャンの調査（インドネシア）



小型ウシ，スイギュウ（Microcattle）
1. Bonsai Brahman 6. Taiwan black
2. Dwarf west 7. Lowland anoa
3. African shorthorn 8. Mountain anoa
4. N’Daman 9. Tamarau

5. Rodope

盆栽ブラーマン（メキシコ）



マメジカとの出会い

現存する最小の有蹄類
偶蹄類の祖先の姿を残す
反芻動物の原型

マレーシア IMR より導入 1989



偶蹄目の系統樹とマメジカ生息地

野生の小型反芻動物 の体躯
頭臀長 (cm)   肩高 (cm)    体重 (kg)

Pudu Pudu pudu                  80-90                38                   7-9
Blue duiker Cephalophus monticola 55-72              45-50                4-6    
Kirk’s dikdik Madoqua kirkii                  55-65              37-45                3-4.5    

Royal antelope Neotragus pygmaeus     45-55              20-28               1.5-2    
Chinese muntjac Muntiacus reevesi 65                40-50                 15



マメジカの実験動物化
頭臀長(cm) 肩高(cm) 体重(kg)

ジャワマメジカ 30 - 47        20 - 25        0.7 - 2.0
オオマメジカ 50 - 75 30 - 35 3.0 - 5.0
シバヤギ 雄 50 - 55 25 - 30

雌 45 - 50 20 - 25
ミニブタ < 30



特異な赤血球の形状

赤血球の形状とサイズ
長径 (um)        短径(um)              

球 状 1.45±0.19 (1.14 – 1.86)
楕円状 1.75±0.21 (1.25 – 2.41)   1.16±0.12 (0.90 – 1.39)
円盤状 1.63±0.23 (1.20 – 2.21)   0.80±0.15 (0.53 – 1.11)
棒 状 1.84±0.18 (1.42 – 2.31)   0.80±0.11 (0.62 – 1.18)

小孔のサイズ 0.128±0.039 (0.071 –0.229)



大動脈弓からの動脈分岐パターン

ヒト イヌ ブタ ウマ，ウシ
マメジカ オオマメジカ* ヤギ

大動脈弓 両頚動脈幹
腕頭動脈幹 鎖骨下動脈
総頚動脈



血管系 －特に怪網について－

ヤギ ブタ

マメジカ

ヤギ



胎盤の特異性

汎毛胎盤

叢毛胎盤

帯状胎盤

盤状胎盤

上皮絨毛膜胎盤

結合組織絨毛膜胎盤

内皮絨毛膜胎盤

血絨毛膜胎盤



マメジカの繁殖特性

繁殖 季節‥‥‥‥‥‥周年繁殖
性 周 期 ‥‥‥‥‥ 14－16日間隔
交尾 期間‥‥‥‥‥‥‥ 2 日
最短交尾日齢‥‥‥‥ 166 日齢
最短出産日齢‥‥‥‥ 258日齢
最短妊娠期間‥‥‥‥ 132 日
平均妊娠期間‥‥‥‥ 134±2 日
後分娩発情 ‥‥‥‥‥ 30 分後から
産 子 数‥‥‥‥‥‥ 通常１頭（まれに２頭）



マメジカの成長



メディアの反応

1989年3月23日 THE JAPAN TIMES
｢Experimenters to use rare animal｣

1989年4月26日 日本農業新聞
「メジカに期待 牛や羊に代わる実験用の動物に」

1989年5月20日 産経新聞
「東南アジアの保護動物・マメジカ 実験用に繁殖へ」

1991年4月14日 朝日新聞



発生工学的な手法による実験動物の作出
遺伝子の導入や破壊による形質転換動物の作出

１ ） マ イ ク ロ イ ン ジ ェ ク シ ョ ン 法 （ 遺 伝 子 注 入 法 ）
牛 白 血 病 遺 伝 子 の マ ウ ス へ の 導 入
豚オーエスキー病ウイルス受容体遺伝子の導入

２ ） ジ ー タ ー ゲ ッ ト 法 （ 標 的 遺 伝 子 ）
血圧調節系因子受容体遺伝子のノックアウト



キメラ動物の作出と利用

LeDouarin, 1969, 1973
1984

Tarkowsky, 1961

１．前頭間骨 の出現
BALB/c ←→ C57BL/6

２．脾臓欠損の解析
Dh マウス



アンギオテンシンⅡ受容体欠損マウスの作出

AT1a遺伝子座における相同組替え

AT1a KO マウスの血圧

腎臓と副腎皮質における

導入遺伝子の発現



その他の私が係わった動物たち

へアレス・ビーグルの系統樹立

日本白色在来種標準系統の作出

長毛アルビノ・ハムスター系統の樹立

周期的脱毛を呈するハタネズミ系統



変化の時代を流転しながら
大学

東山キャンパス ＆ 滝子キャンパス
→ 東山キャンパス

→ 安城キャンパス → 東山キャンパス
研究分野

形態学 → 病理学 → 形態学 → 実験動物学 → 形態学
ニワトリ ラット ニワトリ （発生工学） ハタネズミ

マウス スンクス マウス，イヌ マメジカ
イヌ，ブタ ハタネズミ

マメジカ

プレゼンテーション
チャート

→ スライド（青焼）
→ カラースライド

→ ＯＨＰオーバーヘッドプロジェクター

→ ＰＰＴパワーポイント



友人，恩師，教え子
そして家族に感謝！
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